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例 言

1 本書は東京電力株式会社駒橋工務所建設に伴う太田ヶ原遺跡の発掘調査報告書である。
2 本遺跡は平成8年 2月 9日 に試掘調査を行い、平成8年 4月 25日 ～同年9月 30日迄、また平成 9年 3月 6
日～平成9年 3月 31日迄本調査を実施した。

3 調査は大月市遺跡調査会(会長 大月市長 西室 動 を主体者とし、大月市教育委員会 杉本正文・福田正人
が調査にあたった。

4 本書は福田が作成した。
5 発掘調査・報告書作成にあたり、次の方々、関係機関から御教示、御協力をいただいた。記して厚く謝意を
表する。

坂本美夫、中山哲也、小西直樹、上原学、小林公治、笠原みゆき

発掘・整理参加者

(翻石川実・カロ藤重利・宮野昭・佐藤友紀・井上久子・松村恭子・杉本義―・幡野枚美子・だヽ田桐秀子 。堀内
知仁・古河千枝・清水由紀子・藤原佳子・h4J「川志郎・清水真寿美・清水光子・鈴木美智恵・西室春子・高鳥英

子・高鳥はま子・芦沢岳人・稀代玲央・奈良昌幸・山崎公江・山崎恵子・佐藤美千代・河野保子・河野てるよ・

林 寛・奥野久代・藤本しおり。中澤郁子・堀内通男・堀内照子・河淋鶴子
催瑚天野晋司・奥野久代・久保田美弥子・佐藤友紀・佐藤洋美 。佐藤美千代・佐藤裕介・清水由紀子・中山京

子・藤原佳子・藤本しおり・井上久子

凡 例

1 各時代・各遺跡を分別しやすいように記号化し、組み合わせて使用した。
時代 」―縄文 Y―弥生 H一歴史 X一時期不明
遺跡 D―土坑 (落とし穴) T一竪穴式建物跡 O―掘立柱建物跡 M―溝跡 P一穴跡
ケJ 歴史時代1号住居跡 (HT-1)

2翻 引こ使用した初 ―ントー冽よ/カ マト 粘ム 図 雌

3 遺跡 。遺物の縮尺は以下のとおりである。
遺跡 土坑・穴跡・建物跡 1/60、 カマド1/30
遺物 石鏃 1/1、 石・鉄製品1/2、 他1/3
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第 1図 遺跡位置図

hIQ 遺 跡 名 種 別 時 代 No 遺 跡 名 種 別 時 代

ユ 太田ケ原遺跡 集落跡 縄、弥、平 中組遺跡 散布地 縄

安楽寺東遺跡 散布地 冷鼠 清水入遺跡 散布地 4電

強瀬子の神古墳 誡 古 御所遺跡 集落跡 4歌 平

御所平追跡 集落跡 平 延命寺遺跡 散布地 4亀

西畑遺跡 集落跡 億 平 地蔵窪遺跡 散布地 縄

強瀬西畑古墳 麟 古 献上地遺跡 散布地 平

円通寺跡 寺院跡 中 大月遺跡 集落跡 縄、煮 平

岩殿城跡 朋 中 天神遺跡 散布地 縄、弥、古

岩殿中倉遺跡 散布地 縄 四本木遺跡 散布地 縄

莉 翠 進 跡 散布地 縄 柳田遺跡 散布地 縄

第1表 周辺遺跡



はしがき

遺跡環境

地理的環境

太田ケ原遺跡は、南を桂川 (相模川)、 北を葛野川に挟まれた舌状台地に所在する。両河川は1キロほど下

流で合流している。桂川、笹子川沿いを西に向かうと笹子峠を経て甲府盆地。また、途中を桂川に沿つて南

に向かうと富士の裾野を経て駿河国⑤葛野川沿いを北に向かうと奥多摩や秩父地方にも通じる。この様な立

地からも、この地域は文物の行き交う要所であったと思われる。

歴史的環境

本遺跡は、岩殿山東麓に続く舌状台地上にあるが、この東麓には縄文時代の集落である岩殿中倉遺跡や強

瀬子の神古墳、強瀬西畑古墳 (消滅)、 平安時代の集落である西畑遺跡、そして、中世の岩殿山円通寺など

が点在し、脈々と続く人々の生活の場であることがわかる。

確認調査 (第 2図,第 2表,図版 37・ 38)

確認調査は、任意に設定した 1.5m四方のグリットの掘り下げと遺物の表面採集を行った。その結果、グ

リットの掘り下げでは須恵器片を確認し、表面採集では縄文土器片、弥生土器片、土師器片、須恵器片等を

欝

基     ◆

確認した。

9      1     2fm

第2図 確認調査出土遺物 (1)
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第3図 確認調贋出土遺物 (2)
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第4図 確認脚 土遺物 (3)

No. 器 種 器 形 備 考

冨靭 買恵器 壷

2 表採 蠅文 栗鉢

3 表採 蠅文 梁鉢

4 表採 電文 梁鉢

5 表採 敗 梁鉢

6 表採 蠅文 騨

7 表採 敏 環鉢

8 表採 祀 石 膜

9 表採 謳 峡

10 表採 百器

表採 g器

12 表採 推

13 表採 推 梁鉢

14 表採 腔 梁鉢

15 表採 上師器 刀り込み痕

16 表採 買恵器 不

17 表採 珊

18 表採 買謡 壷

19 表採 買齢 壷

20 表採 買恵器 置

21 表採 旬器

22 表採 旬器

23 表採 船

24 表採 鰐

25 表採 旬器

26 表採 陶器

27 表採 百製品

28 表採 百製品 面取り

第2表 確認嗣麿出土遺物
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遺跡と遺物

縄文時代

土 坑 悌 6・ 7図,図版6)

」D-1
遺跡

本跡はF-7区に位置する。直径は約 0,9m、 深さは
約 0,8m。 底面の9カ所に直径4m程の穴がさらにある。

働

1,2は縄皮土器の深鉢片。

」D-2
遺跡

本跡はC-5区に位置する。直径は約 1.2m、 深さは
約 lm。 底面の3カ所に直径8硼程の穴がさらにある。

JD-3
遺跡

本跡はC-4区に位置する。直径は約 lm、 深さは
約 1.lm。 底面の lヵ所に直径8硼程の穴がさらにある。

」D-4
遺跡

本跡はB-2区に位置する。直径は約 1.5m、深さは約 lm。

」D-5
勘

本跡はG-3区に位置する。直径は約 1.2m、深さは約 0。 9m。

JD-6
遺跡

本跡はC-3区に位置する。直径は約 1。2m、 深さは約
1.2m。

♀          1         lm

第6図 功  (1)
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第7図 勧  (2)

調査区内出土遺物 (第 8～ 12図,第 3表,図版31～ 33)

No。 ゲリット 器  種 器  形 備 考

C)-1 縄文土器 深鉢

2 E-6 深鉢

3 A-2 耕

4 A-2 深鉢

5 ()-1 深鉢

6 C)-1 深鉢

7 E-6 深鉢

8 E―O 深鉢

9 (}い 1 深鉢

10 ()-1 麟

D-2 深鉢

12 C-2 ″ 深鉢

13 D―O 耕

14 ()-1 ″ 深鉢

15 E―O 深鉢

16 F―O ″ 深鉢

17 C-1 深鉢

18 B-1 ″ 深鉢

19 C-1 深鉢

20 C-2 深鉢

21 D-3 深鉢

22 C)-1 深鉢

23 B-2、 C―刊 深鉢

24 G-3 深鉢

25 E望 深鉢

26 G-3 深鉢

27 G-3 深鉢



No. グリット 器  形 備 考

28 B-2 深鉢

29 C2 深鉢

30 D卜2 深鉢

31 C-2 深鉢

32 B-1 深鉢

33 A-2 深鉢

34 C-3 深鉢

35 C)-1 深鉢

36 C2 深鉢

37 C)-1 深鉢

38 C-2 深鉢

39 C2 ″ 深鉢

40 B-2 深鉢

41 B-2 深鉢

42 D―¬ 深鉢

43 D―刊 深鉢

44 ()-1 深鉢

45 C―刊 深鉢

46 E-2 深鉢

47 C3 深鉢

48 E-1 深鉢

49 D-4 深鉢

50 D-3 深鉢

51 G-3 深鉢

52 C-1 深鉢

53 E―O 深鉢

54 F―O 深鉢

55 E-2 ″ 深鉢

56 A-2 深鉢

57 C―刊 土偶

58 F―O 石器

59 B-2 石鏃

60 E-4 石鏃

61 B-2 ″ 石鏃

62 F-5

63 E-3 ″

64 D-4 石斧

65 G■3 ″

66 F-2

67 C-2

68 D-1

69 F-2

70 E-3

71 D-3

72

73

第3表 縄文時代調査区内出土遣物
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第8図 調査区内出土遺物(1)
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第9図 調査区内出土遺物 (2)
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第■図 調査区内出土遺物(4)



第12図 調査区内出土追物 (5)



弥生時代

調査区内出土遺物 (第 13図,第 4表,図版34)

これまで大月市内では、弥生時代の遺跡力乱まとんど調査されておらず、分布調査などでその存在は言われ

て来たものの実際に遺物を採取した事で、遺跡は確認できなかったが当地における弥生時代を垣間見る事が

出来た。

響互 飴ノ襲ノ

ん７ キ院 ポ

劾″摯7

材

No. グリット 器  形 備 考

B2

2 C)-1

3 レ 4

4 D-1

5 C-1

6 HT―フ

7 HT-7

8 HT-7

9 D-3

10 E〉
-1 台付甕

C-2 甕 車書B

第4表 弥生時代調査区内出土遺物

18

第13図 調査区内出土遺物



歴史時代

竪穴住居跡

HT-1(第 14～16図 ,図版3・ 4・ 9)

遺跡

本跡は調査区南のH-4区に位置する。

南西部は調査区域外にかかりあわせて攪

乱も受けている。規模は南北が 3.5m、

東西は攪乱により不明。カマドは北壁東

寄りにあるが遺存状態は悪い。柱穴は不

明である。壁溝は遺存する北 。東壁に確

認できた。

＼
」  33弱 olm

――――″″―ヽ‐‐ヽ、中′ノ///~｀

｀
                                                 1         .         そ

m

!      1                              
第14図 II「-1(1)

遺物

1～ 6は土師器で、 1が杯、2は皿、4、 5は甕、6は鉢である。 1は体部外面下半に手持ちヘラ削り、口縁

部は玉縁仕上↓元 2は体部外面下半が手持ちヘラ削りで、底部は全面ヘラ削りされている。口縁部は玉縁仕上t元

4は体著レト面に縦はけめ、内面は横なで仕上t元 口縁は厚口縁。5は体きレト面に縦ハケロ、口縁は薄口縁。

_L33860m

1窺

第15図 Iロー1(2)



HT-2(第 17～ 21図 ,

遺跡

本跡は調査区南のG-3、

道部などの遺存がよい。

柱穴は東・西壁の隅に

近ヤウ隙Iにある。壁溝

は南西部の柱穴付近と

南壁中央部分、そして

北壁東部分を除いて作

られている。北壁東側、

カマド脇には 12cmほ

どの掘り込みがあり、

粘土で埋まっていた。

遺物

1～35はともに土

師器で、1～ 8、 10～

14が郭、 9、 15～28

は皿、29～ 35が奏であ

る。36～46は須恵器で、

36カЧ不、37が高台不、

38、 41～46が壼であ

る。47は鉄鏃。1は内

第16図 Ir-1(3)

図版 3・ 4・ 10～ 12)

H-3区に位置する。南北は5m、 東西は5,lm。 カマドは北壁ほぼ中央にあり、煙
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面黒色処理で暗文が施されている。体部に墨

書「□」。2、 3も内面に暗文が施されており、

それぞれ体部に墨書「団 がある。4は体都

外面下半に手持ちヘラ削りで、内面は暗文が

施されている。体都に墨書「Dd。 5は体苦レト

面下半に手持ちヘラ削り。6は体書レト面下半

に手持ちヘラ削りで、内面は暗文が施されて

いる。底部はヘラ削り。国縁は玉縁仕上t元

7は体吉レ1面下半に手持ちヘラ削りで、内面

黒色処理で暗文が施されている。口縁は玉縁

仕上げ。 8は底部外周ヘラ肖Jり後底音Ьツ
ヘヽラ肖1

り。底部に墨書「団 。9は底音砂卜周ヘラ削り

後底部ヘラ削り。底部に墨書「利 。10は体

書レト面下半に回転ヘラ削り、内面は黒色処理

で、みこみ部、体部とも暗文が施されている。

底部はヘラ削り仕上げで、墨書 □ 。■は

体書レト面下半に手持ちヘラ削りで、底部はへ

ラ削り仕上げで、墨書「木 ?」。12は体部外

面下半に手持ちヘラ削りで、内面は暗文が施

されている。底部は糸きり後外周をヘラ削り

している。13、 14は体部外面下半に手持ちへ

ラ削りで、底部はヘラ削りで口縁は玉縁仕上

↓元それぞれ墨書があり、13は底部に「A」。

14は体部外面の口縁付近に「[劃。15は体部

外面下半に回転ヘラ削り、口縁は玉縁仕上t元

16は体部外面下半に回転ヘラ削り、底部ヘラ削り。17は体部外面下半に回転ヘラ削りで内面には暗文を施して

いる。口縁は玉縁仕上t元 18は内面に暗文を施し、口縁は玉縁仕上I九 19は体吉砂卜面下半に回転
ヘラ削りで内

面には暗文を施している。20は体部外面下半に回転ヘラ削りで内面には暗文を施している。口縁は玉縁仕上t元

21は体吉レト面下半に回転ヘラ削りで内面には暗文を施している。22は体苦llp卜面下半に回転ヘラ削り。底部は
へ

ラ削りで、墨書「木 ?」。23は体部外面下半に回転ヘラ削りで内面には暗文を施している。底部は
ヘラ削りで口

縁は玉縁仕上t元 24は外部外面下半に回転ヘラ削り。底部はヘラ削りで口縁は玉縁仕上t九 25は体苦防卜面下半

に回転ヘラ削りで内面には暗文を施している。底部は糸きり後ヘラ削りで、墨書「方 ?」。26は体部クト面下半に

回転ヘラ削り。底部はヘラ削りで、墨書「利 。口縁は玉縁仕上I元 271ま体部外面下半に回転
ヘラ削り。底部は

ヘラ削りで、墨書「□」。28は体部外面下半に手持ちヘラ削りで、内面は暗文が施されている。底部は
ヘラ削り

仕上I売 29～ 35は体吉レト面に縦はけめ、内面は横なで仕上げで、29～ 32カ浦 口儀 33、 34が厚口縁。35は底

部に木葉痕。

ф
l

E                         二

〇         50cm

第 18図 IIr-2(2)
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HT-3(第 22～25図,図版 3・
遺跡

本跡は調査区南のG-2、 G-3、

H-2区に位置する。住居西側はXM
-1に切られている。規模は南北が

3.6m、 東西が 3.4m。 カマドは東壁南

寄りにあるが、遺存状態は悪い。柱穴

は四隅の壁溝内にある。壁溝は遺存す

る南北壁及び東壁で確認できた。貼床。

火災家屋である。

遺物

1～ 17は土師器で、1～ 5が皿、

6～17は奏である。18、 19は須恵器

の壷である。 1～ 5は体吉レト面下半に

手持ちヘラ削りで、底部はヘラ削り。

日縁は玉縁仕上t元 6～17は体部外面

に縦はけめ、内面は横なで仕上げで、

6、 17が薄口縁。 8, 9、 ■、12カ淳 口縁。

は自身浮由。

4 。13・ 14)

0                   2m

第22図 とT-3(1)

7、 10、 13、 14、 16は末広口縁。15,16は底部に木葉痕。18に

°
宝鍾iI Wr

感纂毒
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第23図 Iロー3(2)
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HT-4(第 26～ 28図 ,図仮3・ 4。 15。 16)
遺跡

本跡は調査区南西のF-2区に位置
する。南・西壁の一部は攪乱を受けて

いる。規模は南北が 3.5m、 東西が 3。9

m。 カマドは北壁中央にあるが遺存状

態は悪い。柱穴は不明である。壁溝は

北壁カマド脇から東壁をまわり南壁の

中央付近まで確認できた。

遺物

1～ 17は土師器で、1、 2は器形不

明。3～ 5カ落 、6～ 8が皿、9～ 17

が篭である。18は須恵器の壷である。

1は口縁が玉縁仕上げで墨書「E劃。2

は体吉レト面下半に手持ちヘラ削りで、 9

0                  2m

第26図 II「-4(1)

L338.60m



内面は暗文が施されている。体部外面に墨書「Eldがある。3は体部外面下半に手持ちヘラ削りで、口縁は玉縁

仕上↓元 4は口縁が玉縁仕上t元 5は体者レト面下半に手持ちヘラ削りで、口縁は玉縁仕上′売 6は体部外面下半

に手持ちヘラ削り。底部はヘラ削りで、墨書「□」。7は体音レト面下半に手持ちヘラ削りで、底部は糸きり後ヘラ

削り。口縁は玉縁仕上↓元 体部内面に墨書「□」、外面に「□」。8は体部外面下半に回転ヘラ削り。底部はヘラ

削り。口縁は玉縁仕上t売 体部外面に墨書「D」、内面底部に墨塗布。9～17は体音砂卜面に縦はけめ、内面は横

なで仕上げで、9～ 12カ浦口縁。13～ 16カ可享口縄 17は底部に木葉痕。

B

第27図 HT-4(2)
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口

Ｆ

本跡は調査区西のE-1、

E-2区に位置する。南北は

4m、 東西は3.6m。 カマドは

西壁中央にあり遺存状態は良

い。柱穴は四隅にある。壁溝

は南東隅を除き確認できた。

只占房k。

鋤

1～12は土師器で、1～ 3

は杯、4～12が甕である。■、

12は底部に木葉痕。13は刀

子。

♀  [ 1 乳
銅

HT-5(第 29～ 31図 ,
図版 3・ 17)

_L33860m

第29図 Irr-5(1)
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HT-6(第 32～34図,図版 3・ 4・ 18。 19)
遺跡

本跡は調査区北のB-3、 C-3区に位置する。西
壁はHM-1に切られ、東壁も機乱を受けている。規
模は南北が4.2m、 東西が4.7m。 カマドは北壁やや東

寄りにある。柱穴は不明である。壁溝は西壁中央の攪

乱付近で一旦途切れるが四方に確認できた。

遺物

1～ 14は土師器で、1～ 3は郭。3～ 5カ淋 、4が

鉢、5～ 14が甕である。15～ 18は須恵器で、15が高

台郭、16～ 18カ澄である。21よ体部外面に縦方向のへ

ラみがき、内面に横方向のヘラみがきが施されている。

3は体部外面、内面に横方向のヘラみがき。みこみ部

には暗文が施されている。底吉レト面は全面ヘラみがき。

4は体書レト面が縦はけめ、内面は横なで仕上
`九

日縁

第32図 IIT-6(1)



は厚口縁。5は体苦レト面が縦はけめ、内面は横なで仕上↓元 12は体部内面が横なで仕上げで、底部に木葉痕。13、

14も底書Бに木葉痕。 181よタト面に平4子日,き 目。

o                  2m
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HT-7(第 25～ 37図
,

遺跡

本跡は調査区北東のB

-1、 B-2区に位置す
る。北壁中央やや東寄り

をXP-26に切られて
いる。規模は東西、南北

とも5,5m。 本調査区域

内で最も規模の大きい住

居である。カマドは北壁

中央にある。柱穴は住居

中央寄りに南側の2つを

確認した。壁溝は四方に

まわっている。

遺物

1～ 15は土師器で、1

～3が郭、4～ 15カ渡 で
|

ある。16～ 23は須恵器。

1、 2は体部外面の下か

ら2/3が手持ちヘラ削

り。4は頸部から口縁に

かけて斜はけめ、肩部に

横はけめ、口縁部内面に

横はけめ。10は体苦防卜面に縦はけめ、内面に横なで。■～15は底部に木葉痕。

16、 17は不。18は高台凩 19～21は蓋。22、 23は壺の体部で、22は外面に平

行日「き目がある。

0                    2m

0            50cm

第35図 子T-7(1)
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HT-8(第 38～ 40図,図版3。 22)
遺跡

本跡は調査区北のC-4区に位置する。

東西、南北とも3.lm。 カマドは北壁東

寄りにある。柱穴は北西隅と南東隅に確

認できた。壁溝は東壁から南壁中央付近

と西壁に確認できた。

遺物

1～ 8は土師器で、1は盤状郭。2は

高台不、3～ 8が甕である。1は体部外

面に縦みがき、内面に横みがき。みこみ

部には暗文が施してある。底部も全面み

がかれている。2は体部内面およびみこ

み部に暗文が施されている。3～ 7は体

音防卜面ヘラ削りで、6の底部に木葉痕。
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0         50cm

o                           2m

第38図 Fr-8(1)
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第40図 ITr 8(3)

HT-9(第 41～47図,図版 3・ 23～ 25)

遺跡

本跡は調査区北東のC-2区に位置する。南

北は4m、 東西は4.5m。 カマドは北壁東寄り

にあるが遺存状態は悪い。柱穴は不明である。

壁溝は北壁中央から西壁をまわり、南壁中央付

近で一部途切れるが東壁へ続く。

遺物

1～41は土B市器で、 1、 2、 4～ 14、 16～

20カ沸 、21～25カド皿、15が参杖 26～41カ渡

である。42～44は須恵器で、42、 43が郭、44

が壺である。 1は体部内面に暗文が施されてい

る。また、底部から立ち上がってすぐの体部に

穿孔がみられる。4は体き防卜面下半に手持ちへ

ラ肖Jり。底部はヘラ肖Jり。 5、  6イよ体音防か卜顧]下

半に手持ちヘラ削りで、口縁は玉縁仕上t元 7

～10は体吉骸卜面下半に手持ちヘラ削りで、底部

L33a20m

!          1          lm

P`勒ヽ

◇

第41図 IT-9(1)



O         SOcm

第42図 Ir-9(2)

はヘラ削り。8、 9の底吉レト面に墨書「D」。loの底部から立ち上がってすぐの体音レト面と底部内面に墨書団 。

■は底部ヘラ削りで外面に墨書「木 ?」。12は体吉レト面下半に手持ちヘラ削り。底部に糸きり痕。13は体吉レト

面に手持ちヘラ削り。底部はヘラ削り。14は体菩防卜面下半に回転ヘラ削り、内面黒色処理で暗文を施している。

体吉レト面に墨書「団 。15は内面黒色処理。16は体書レト面下半に手持ちヘラ削り。底部は糸きり後ヘラ削り。口

縁は玉縁仕上I九 17は体苦レト面下半に手持ちヘラ削り。底部はヘラ削り。18は体音砂卜面下半に手持ちヘラ削り。

底部はヘラ削り。口縁は玉縁仕上↓九 体吉レト面に墨書「木 ?」。19は体部外面下半に手持ちヘラ削り。内面黒色

処理で暗文を施している。底部はヘラ削り。口縁は玉縁仕上I元 体部外面に墨書「A」。20は体部外面下半に手

持ちヘラ削り。底部は糸きり後ヘラ削り。口縁は玉縁仕上t売 底菩レト面に墨書「A」。21～25は体部外面下半に

手持ちヘラ削り。底音限よヘラ削り。口縁は玉縁仕上t元 24の底部外面に墨書「A」。25の体音炒卜面に墨書 団 。

26～41は体吉砂卜面に縦はけめ、内面に横なでが施してある。26～ 28、 36は薄口縁、29～ 31、 33～ 35、 37～ 39

は厚口縁、32は末広口縁仕上げとなっている。
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HT-10(第 48～ 50図,図版3,26)
遺跡

本跡は調査区東のE-5、 E-6、 F-5、

F-6区に位置する。南】いま4.6m、 東西4
m。 カマドは西壁南寄りにある。柱穴は不

である。壁溝は南東隅を除きまわっている。

貝諒 。りkウ戻!笏亀層舌。

第47図 Fr-9(7)

0                   2m

第48図 とロー10(1)
0         50cm

―



働

l～ 12は土師器で、 1、 3、 5は郭、2、 4、 6、 7が皿、8～ 11カ渡、12が鉢である。13は須恵器の平瓶

である。1は体吉レト面に墨書「剛 。21ま口縁が玉縁仕上↓元 3は体部外面下半に手持ちヘラ削りで、内面に暗文

が施されている。4は体部外面下半に回転ヘラ削り。5は体吉レト面下半に手持ちヘラ削り。6は僻 レト面下半に

手持ちヘラ削り。底部は糸きり後ヘラ削りで、墨書 閑 。口縁は玉縁仕上t売 7は体音レト面下半に回転ヘラ削り

で、底部はヘラ削り。国縁は玉縁仕上↓元 8は体著レト面に縦はけめ、内面は横なで仕上げで厚口縁。9、 10は薄

口縁。■は底部に木葉痕。13の須恵器平瓶は炭化材や焼土より高いレベルで出土していることから、家屋の焼

失後投棄されたものと思われる。14は紡錘車。
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HT-11(第 51～53図,図版 3・ 4

遺跡

本跡は調査区東のF-6、 G-6区に

位置する。南側床面は、攪乱により欠損

している。規模は南北が 4.2m、 東西が

3.8m。 カマドは北壁やや東寄りにある。

柱穴は不明である。壁溝は遺存する西壁

中央から北壁、東壁中央に確認できた。

貼床。

遺物

1～ 18は土師器で、1～ 5カ部、7が

皿、8～ 18が甕で、19は須恵器の壷で

ある。20は陶器、21は刀子である。1、

2は体菩レト面下半に手持ちヘラ削り。口

縁は玉縁仕上t元 3は体部外面下半に手

持ちヘラ削りで、底部ヘラ削り。口縁は

玉縁仕上I元 体著レト面に墨書「□」。4は

体吉レト面下半に手持ちヘラ削りで、内面

黒色処理お口縁は玉縁仕上I先 5は体部

内面黒色処理で、横方向のヘラみがきが

施してある。6は体苦レト面に墨書「団 。

7は体部外面下半に手持ちヘラ削りで、

底部はヘラ削り。口縁は玉縁仕上t元 8

は体部内面が横なで仕上げで、薄口縁。

9～ 17が体吉レト面に縦はけめ、内面は横

なで仕上t元 9、 14は薄口縁。10～ 13、

15～ 17は厚口縁。18は底部に木葉痕。

雨 ▽
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HT-12(第 54～56図,図版3・ 29)

遺跡

本跡は調査区北東のC-2区に位置する。南

北は3.2m、 東西は3.5m。 カマドは北壁やや東

寄りにある。柱穴は不明である。壁溝は南東隅

の一部と北東隅を除き、まわっている。

遺物

1～ 10は土師器で、1～ 3は皿。4～ 6が杯、

7～ 9が甕、10が鉢である。■,12は須恵器の

壷である。13は加工された球体の石で、14は

刀子である。 1、 2は体部外面下半に回転ヘラ

削り。日縁が玉縁仕上t元 3は体部外面下半に

手持ちヘラ削りで、口縁は玉縁仕上t元 4は体

13●

49

第54図 Fr-12(1)



喧
‐
サ
ト

部外面下半に手持ちヘラ削りで、内面黒色魁

底部糸きり後ヘラ削り。口縁は玉縁仕上t元 6

の体著防卜面に墨書 レ側。7は体部内面が横なで

仕上げで、末広口縁。 8、 9が体部外面に縦は

けめ、内面は横なで仕上,元 8は厚口縁。 9は

底部に木葉痕。10は内面黒色処理で暗文が施し

てある。底部ヘラ削り。

口縁が玉縁仕上t九 5、 6は体吉レト面下半に手持ちヘラ削りで、

L338.50m
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ヽ
ヽヽ
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第55図 IW-12(2)
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調査区内出土遺物 (第 57・ 58図,第 5表,図版35。 36)

No. グリット 純 器  形 備 考

B-3 上師器 郵 垂書「口」

2 A-2 上師器 不 垂書「木 ?」

3 B…2 土師器 刻り込み痕

5 D-3 土宮朧 報

6 F-2 上師器 垂書「□」

7 C-3 上師器 不 竪書「□」

8 A-2 土師器 不 塁書「□J

9 G-3 土師器 垂書「□」

10 C-2 土師器 墨書「□」

D-2 土師器 墨書「□」

12 C-2 土師器 不

13 F-2 上師器 不 墨書r□」 甲斐型土器

14 D-3 土師器 不

15 D-3 上師器 霊

16 B-2 上師器 菱

17 D-2 上師器 霊

18 C4 上師器 霊

19 C-4 土師器 窪

20 C2 上師器 窪

21 C-2 土師器 霊

22 D-2 土師器 霊

23 C-2 土師器 不

24 C-2 須謡 盗

25 F-2 買恵器 蓋

26 C-1、 針 2 買齢 陵瓶

27 C-2 買恵器 蓋

28 C-2 買齢 壷

29 C-2 贋恵器 壷

30 C-3 贋恵器 壷

31 D-3 買恵器 壷

32 C-3 買齢 と
配

33 F-2 贋謡



Nα グリット 謙 器  形 備 考

34 F-2 須恵器

35 B-2 須恵器 と
Ｅ

36 C-2 須恵器

37 F-7 須恵器 壷

38 D―O 須恵器 士電

第5表 歴史時代調査区内出土遺物
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第57図 調査区内出土遺物 (1)
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時期不明

穴 跡 (第 59～69図,第 6表,図版6～ 8)
XP一 l

遺跡

本跡はD-7区に位置する。直径は約 0.8m、 深さは約 0.2m。

XP-2
遺跡

本跡はD-8区に位置する。直径は約 lm、 深さは約 0.3Hl。 埋十

はローム粒を少量含む黒褐色土。

XP-3
遺跡

本跡はC-7、 C-8区に位置する。約2m× 1.3m、 深さは約
0.lm。

XP-4

遺跡

本跡はC-7区に位置する。約 1.2m× 1.4m、 深さは約0,4m。
埋十はローム塊を含む黒褐色土。

XP-5
遺跡

本跡はC-6区に位置する。直径は約 1,4m、 深さは約0,35m。
捉十はローム塊・粘土混じりの黒色土。

XP-6
遺跡

本跡はC-6区に位置する。約 1.7m× 2.6m、 深さは約 0.4m。
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第59図 穴跡 (1)



XP-7

遺跡

本跡はC-5、 C-6区に位置する。直径は約 1.4m、 深さは約 0.5m。

XP-8
遺跡

本跡はC-5区に位置する。直径は約 1.5m、

を含む黒褐色上。

XP-9
遺跡

本跡はC-4区に位置する。直径は約 1.4m、 深さは約 0,3m。 捉十はローム塊・ローム粒・スコリアを少量含
む黒褐色土。

XP-10

遺跡

本跡はC-4区に位置する。直径は約 1,3m、 深さは約 0,4m。 坦十はローム粒を少量含む褐色土。

L33860m

o                   2m

第61図 穴跡 (3)

XP―■

遺跡

本跡はC-5区に位置する。直径は約 1,4m、 深さは約 0.45m。 捉十はローム塊を含む黒褐色土。
XP-12
遺跡

本跡はC-5区に位置する。直径は約 1.4m、 深さは約 0.45m。
XP-13
遺跡

本跡はB-4、 B-5、 C-4、 C-5区に位置する。約 1.7× 1.55m、 深さは約 0。3m。

XP-14
鋤

本跡はC-4区に位置する。直径は約 0.7m、 深さは約0.5m。

XP-15
遺跡

本跡はC-5区に位置する。直径は約 1.3m、 深さは約 0.7m。

深さは約 0.25m。 捉十はローム塊   L33“On

第60図 穴跡 (2)
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第62図 穴跡 (4)

XP-16
遺跡

本跡はB-3区に位置する。XP-59は約 1.2m× 1.65m、 深さは約 0.6m。 埋十は1.ソ フトロームを多量
に含む黄褐色上、2.ローム粒を少量含む黒褐色土、3.ローム塊を含む黄褐土色、4.ローム粒を含む黒褐色

土。

勘

1は縄文土器の深銚 2は弥■十器。3は須恵器の不。
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XP-17・ 18・ 19

遺跡

本跡はB-2、 B-3区に位置する。XP-17は直径約 1.5m、 深さは約0.55mo X P-18は直径約 1.4m、

深さは約0.3mo XP-19は 直径約 1.lm、 深さは約 0.lm。

勘

1は須恵器の杯。

XP-20
遺跡

本跡はB-2、 B-3区に位置する。直径は約 1.5m、 深さは約0.4m。

遺物

2は縄文土器の深銚

XP-21
遺跡

本跡はA-2区に位置する。約 2.2m× 0.95m、 深さは約0.5m。

遺物

3は弥生土器。4は土師器の皿で墨書「団 。

XP-22
遺跡

本跡はB-2区に位置する。直径は約 0,7m、 深さは約 0.2m。

勘

5は縄文土器の深鈍

XP-23
遺跡

本跡はA-2、 B-2区に位置する。直径は約 1.4m、 深さは約 0.4m。

遺物

6は縄文土器の深偽 71ま黒曜石。

XP-24
遺跡

本跡はB-2区に位置する。直径は約 lm、 深さは約 0.4m。

XP-25
遺跡

本跡はB-2区に位置する。直径は約 lm、 深さは約 0.25m。

遺物

8は土師器の皿で墨書 □ 。

XP-26
遺跡

本跡はHT-7内、B-2区に位置する。直径は約 1.lm、 深さは約 0.86m。
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第63図 穴跡 (5)



XP-27
遺跡

本跡はA-2区に位置する。直径は約 lm、 深さは約 0。2m。

XP-28
遺跡

本跡はB-2区に位置する。直径は約 1.2m、 深さは約 0.2m。

XP-29
遺跡

本跡はA-2、 B-2区に位置する。直径は約 1.3m、 深さは約 0.5m。

埋土は1.ロ ーム塊を含む黒褐色上、2.ローム粒を含む黒褐色土、3.

ローム粒を少量含む黒褐色上、4.ローム塊を多量に含む黒褐色土、5。

ローム粒を多量に含む黒褐色土。

遺物

1,2,3は縄文土器の深鉢。5は黒曜石。4は弥■十器。

XP-30
遺跡

本跡はB-2区に位置する。直径は約 1.lm、 深さは約0.6m。 埋十は

ローム塊を含む黒褐色上。

XP-31

遺跡

本跡はB-1、 B-2区に位置する。直径は約 1.2m、 深さは約
0.2m。

XP-32

遺跡

本跡はC-1区に位置する。直径は約 1.2m、 深さは約 0,4m。

遺物

6は縄皮土器。 7、 8、 9は弥■十盈

翻▼Ψ塩
甥β3鰯β
♀      !     [     乳
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L33870rn           _ 羽 F
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第6r図 京跡 (6)



XP-33

遺跡

本跡はC-2区に位置する。直径は約 1.2m、 深さは約 0,5m。

勘

1、 2は縄文土器の深銚

XP-34
遺跡

本跡はD-2区に位置する。直径は約 1.5m、 深さは約 0.5m。

遺物

3は土師器の小甕。

XP-35

遺跡

本跡はD-1区に位置する。直径は約 1.lm、 深さは約 0。 5m。

XP-36
遺跡

本跡はG-3区に位置する。直径は約 1.4m、 深さは約 0。25m。

XP-37
遺跡

本跡はG-5区に位置する。直径は約 1.4m、 深さは約0.45m。 埋土は1.ローム塊を含む黒褐色上、2.ロ
ーム塊を少量含む黄黒色土、3.ス コリアを少量含む黒色上、4.スコリアを多量に含む黄黒褐色土、5.ロー

ム塊・スコリアを含む黄黒褐色上、6.4.に同じ、7.ローム粒・スコリアを含む黒褐色土。

′ィガ

狛 絨
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♀  1 l Lm

第65図 穴跡 (7)
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第66図 穴跡 (8)
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XP-38
遺跡

本跡はG-5区に位置する。直径は約 1.lm、 深さは約 0.15m。

XP-39

遺跡

本跡はF-5、 G-5区に位置する。直径は約 1.lm、 深さは約 0,15m。

XP-40
遺跡

本跡はE-5区に位置する。約 1.5m× 1.7m、 深さは約 0。 3m。 鯉十は1.ローム塊を含む黄色土、

ム粒を含む褐色土、3.ローム粒を含む黒褐色土、4.ローム粒を含む黄褐色土。

XP-41
遺跡

本跡はE-6区に位置する。約 1.5m× 1.2m、 深さは約 0。25m。

遺物

1は須恵器の壺。

XP-42

遺跡

本跡はD-5区に位置する。約 1,lm× 0.9m、 深さは約 0。3m。

XP-43

遺跡

本跡はD-5区に位置する。直径は約 1.05m、 深さは約 0.2m。

L338.104
L弱730m

2.ロー

XP-44

遺跡

本跡はB-2区に位置する。

遺物

1は須恵器の壷。

約 1.8m× 1.5m、 深さは約 0。6m。

第67図 穴跡 (9)



XP-45
遺跡

本跡はB-3区に位置する。直径は約 1.55m、 深さは約 0.25m。

上 、2.ローム塊を含む黄褐色土 、3.黒褐色土。

遺物

2は土師器の郭系銚

XP-46
遺跡

本跡はG-2区に位置する。
XP-47
遺跡

本跡はC一 l区に位置する。

XP-48
遺跡

本跡はC-1区に位置する。
XP-49
遺跡

直径は約 0。 8m、 深さは約 0。 lm。

約 lm× o.85m、 深さは約 0。 3m。

約 lm× o。 3m、 深さは約 0,3m。

本跡はC-1、 D-1区に位置する。直径は約 1.3m、 深さは約 0.5m。
XP-50
遺跡

本跡はE-6区に位置する。直径は約 1.lm、 深さは約 0,2m。

鯉十は1.ソフトロームを多量に含む黄褐色
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第68図 赤跡 (10)
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XP-51
勘

本跡はE-5区に位置する。直径は約 1,lm、 深さは約α24。

XP-53
勘

本跡はF-3区に位置しHO-2と切りあつている。直径は約 1.2m、 深さは約 0.6m。
XP-54
遺跡

本跡はF-3区に位置しHO-2と切りあつている。直径は約 1.3m、 深さは約 0.6m。

勘

11まフ艇生止L縄

::

XP-51

_L338.10m    _

0

XP―

“

第69図 赤跡 (11)
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踊 降期 (単位 im)

遺跡記号番号 位 置 サ イズ 深 さ 備  考

(P-55 7 1 01

KP-56 7 1 α2i

KP-57 7 1.m8 031

(P-58 3-8 0.1 0.I

(P-59 D-8 αl

(P-60 �

(P-61 )-6.D-7 *2.35 αlt

(P-62 >7 1 α:

KP-63 }7 2.8卜 1.1 051

KP-64 >6 0〔 012

(P-65 } 5,C-6 1.55*225 03と

KP-66 卜 5 1 α3〔

(P-67 >5 0,1 αl(

(P-68 〕J 01と

KP-69 �
（
υ

KP-70 】 1.2*2 α5(

XP-71 3-5 1 α21

(P-72 〕-5,(〕-6

(P-73 >5 1 α2

(P-74 }5 lG牌 11 α51

(P-75 3-5 i3卜lB αlt

(P-76 } 5,D-5 1.1*1.6 α61

(P-77 >5 115*1.5 αl(

(P-78 3-5 13*1 0

(P-79 3-5 02Z

(P-80 3-5 lDD“ 14 0,1〔

(P-81 3-5 1 0,Z

(P-82 D-4 145*1.9 0.2〔

(P-83 舅 1.2*14 α2(

(P-84 3-3 1.3眸1.18 0,4(

(P-35 3-3 1,01*1.2 03と

(P-86 3-3

(P-87 3-3 0.1

(P-38 3-3 1 021

(P-89 3-2 1.85*125 06(

(P-90 3-1 1.4*125 α(

64



遺跡記号番号 位 置 サ イズ 深 さ 備  考

KP-91 3-1 18*1.2 αl

(P-92 3-1 lЮtti3 0.I

(P-98 }  1 12竜85 0.こ

(P-94 Э-2 04(

KP-95 C-2

(P-96 )-3 1.45*1.24 02t

(P-97 〕-3

(P-98 >3

(P-99 }2 1.1*068 αl(

(P-100 a-2 1,0440.58 04(

(P-101 併 2

KP-102 3-3,H-3 0.2

(P-103 }3 α2:

KP-104 =-3 1.65*1,1 α21

KP-105 3」,G-5,H-4

KP―‐106 →-5

KP-107 +5

KP-108 +5

(P-109 →Jl」 13409 α3

(P-110 4-4

(P-111 4-4

(P-112 併 5

(P― 1ヽ3 F-5,F-6

(P-114 F-5 α51

KP―‐115 E硝

(P-116 三―J6

KP-117 三-5

KP-118 }5

KP-119 3-2 .7*107 αll

KP-120 -ヽ2 1.9*1.1 0と

(P-121 3-3 1.1*1.6 031

(P―‐122 =-3 Oy α5を

(P―-123 三-2,E-3 142*1.07 α3〔

(P-124 ハ
一υ 1.8*115 0,1(

(P-125 ヽ
一′ α( 0〔



醜 器 位 置 サ イズ 深 さ 備  考

(P-126 許 5

(P―‐127 =対

(P―Ⅲ128 D-6 1.13れ95 αl

(P-129 )-3

(P-130 =-3,F-4 1*075 α桐

KP―‐131 =-3 1,35*1.6 06i

(P-132 =ね 1 0牢

(P-133 1 1 04(

(P-134 =_1 α3t

(P-135 1 04( 0.(

(P-136 =刊 14t α(

(P-137 =刊 α〔

第6表 撹乱等効

掘建柱建物跡 (第 70。 71図 )

掘建柱建物跡は周囲を住居跡に囲まれた調査区中央付近に2棟確認した。

HO-1
遺跡

本跡はD-5、 E-5区に位置する。2聞×2間で一辺約 2.7mの方形である。柱穴 1-11よ 68cm× 48cm

で深さ43cm。 1-2は直径36cmで深さ42cln。 1-3は 49cm× 68cmで深さ34cm。 1-4は 33cm× 42cmで

深さ34cm。 1-5は 43cm× 52cmで深さ25cm。 1-6は直径 40cmで深さ27cm。 1-7は直径 56cmで深さ

38cm。 1-8は直径 40cmで深さ32cm。
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HO-2
遺跡

本跡はE-3、 4、 F-3、

-1は直径 60cmで深さ3髄m。

は95cal× 75cmで深さ48cm。

直径 70cmで深さ43cln。

4区に位置する。2間×2間の東西棟で、桁行約 4m、 梁行約 3.7m。 柱穴 2

2-2は直径 70cmで深さ30cm。 2-3は 58cm× 70cmで深さ60cm。 2-4

2-5は直径 70cmで深さ43cm。 2-6は 90cm× 70cmで深さ45cm。 2-7は
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溝 跡 彿 72～77図,図版8)

溝跡は調査区中央を南北に縦断し、区域外へ続いている。

XM-1
遺跡

本跡はG-2、 F-2、 E-2、 E-3、 D-3、 C-3、 B-3区に位置する。幅約 1,4m、 深さ約0.4m

である。

勘

舶 器 器  種 器  形 備 考

1 敏 梁鉢

2 電文 審

3 電文 案鉢

4 健文 継

5 隠文 梁鉢

6 裡 石 族

フ 百器 百斧

8 百器 巨斧

9 百器 百斧

10 百器 百斧

巨器

目器

百器 砥石

14 腔

上師器 不 字孔

第7表 溝跡出土遺物

⇔
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(8)I一四区国蒐箋
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第77図 XM-1(6)



その他 (第 78図 ,図版 8)

溝状の遺跡でD-6、 D-7、 E-7、 E-8区に位置し、東側の区域外へ続いている。掘り込みによる撹乱

を受けているため性格は不明である。掘り込みはいずれも袋状になっている。

L38&10魔

＼

1          1         lm

第78図 その他 的



結び

本遺跡は主に平安時代の集落跡で、12軒の竪穴式住居、2棟の掘建柱建物跡、溝跡、縄文時代の落とし穴

等を確認した。

縄文時代については、住居跡はなく落とし穴6基を確認した。この事からも同区域は、居住の場というよ

りはむしろ狩猟の場であって、縄文集落はさらに北西にあるものと考えられる。

また、弥生時代については、遺跡を伴わず遺物のみ確認した。これまで大月市域では、弥生時代の遺跡、

遺物出土例が少なく、今回の出土で大月の弥生時代に新たな資料が加わつた。

平安時代について住居からの出土遺物を見ると、1～ 4号、9～12号住居跡から甲斐瓢十器が出上し墨書

も多い。5～ 8号住居跡からはさらに古い土器が出土している。また、鉄鏃、刀子、紡錘車といつた鉄製品

なども出土している。なお、住居跡出上の甲斐型十器は第8。 9表の様になると思われる。

これらの結果および近隣の遺跡から見てもわかるように、この地区には古くからの人々の生活の痕跡が残

されている力＼ 中でも平安時代に入ると集落が形成され活況を呈したことが窺える。
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遺跡遠景 (西から)
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